
 

運動会に向けて 

□ 暑さ対策のため、昨年より約１週間

遅く 9月 21日に開催します運動会に

向けて、八鹿っ子たちが生き生きと

活動しています。ご家庭でも健康管

理に細心の注意をいただくととも

に、体操服の洗濯、子どもへの励まし

等、日々子どもたちの活動を支えて

いただいていることに感謝申し上げます。 

□ 運動会練習期間は年間の教育活動の中でも特殊な期間です。全校生が

異学年の仲間と同じ目標に向けて、力を合わせて練習に励んでいま

す。この期間は、日ごろの授業での積み重ねをブラッシュアップする

ともに、子どもたちにとって「できないことがだんだんできるようになっていく」成長と努力の過

程です。特に各学年部で行われているダンス等「表現」の練習では、それがはっきりと感じられま

す。初めて挑戦する「表現」の内容は、動画や先生の動きをまねることから始まり、動きを理解し

てひとつひとつの動きをつなぎ合わせ、徐々に形となっていきます。練習を重ねて自信がついてく

ると、動きそのものがダイナミックに、力強くなっていきます。通常の学校生活の中で、子どもた

ち自身が「できるようになっていく自分」をこれほど実感できる期間は少ないと思います。限られ

た練習時間ですが、子どもたちが目標に向けてがんばっている自分を自覚したり、みんなで協力し

てできるようになったことを実感したりすることが、“よろこび”につながっていると感じます。 

□ 毎日家庭で顔を合わせていると、日々の変化を感じにくく、なかなか成長を見つけにくいのが現実

です。しかし、運動会は前年と比較して見るので、お子さんの成長をより感じられるのではないで

しょうか。今年の運動会も、保護者の皆様には子どもの成長を一つでもたくさん見つけていただく

機会になればと願っています。一生懸命に練習に取り組んできた自信を胸に躍動する子どもたち

の姿が、保護者や地域の皆様のよろこびへと拡がりますよう願います。 

 

「みんなで踊ろう八鹿音頭」 保護者・地域の皆様もご参加をお願いします 

今年の運動会も「みんなで踊ろう八鹿音頭」のプログラムを入れています。私が子どもの頃は、地域の盆

踊りで浴衣を着て踊り、小学校の運動会でもプログラムの最後に

全校生で踊っていたと記憶しています。初めて踊る 1年生は特別

に 10日にも指導いただき、全校生は 12日に、諏訪町の岡本雅

子さん、高岡けい子さん（大森）のお二方から八鹿音頭を教わりま

した。八鹿音頭は、ふるさと八鹿のすばらしいものについて歌った歌

です。八鹿音頭もしっかり覚えて、大切に踊りついでほしいとの願

いをうかがいました。2年生以上の子どもたちは、昨年踊っていま

すので、すぐに思い出したようです。講師先生と日本の踊りクラブ
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の子どもたちをお手本に、一生懸命に練習しました。ぜひとも保護者・地域の皆様も踊りに参加していただき

たく思います。「みんなで踊ろう八鹿音頭」は演技プログラムの最後です。観覧席から運動場にお入りいただ

き、子どもたちといっしょに踊りましょう。 

 

■ んまつーポスワークショップに参加しました  ９月 2日 

九州の宮崎県から、コンテンポラリ

ーダンスカンパニーの、んまつーポス

さんが来てくださいました。１・2年

生が「スカイダンサー」というダンス

を一緒に創作して、最後は完成した作

品を披露しました。スズランテープを

傘袋に入れて手に持ち、体全体を使ってスカイダンサーになりきり

ました。みんなの豊かな創造力がいかんなく発揮された素晴らしいできばえでした。 
 

■ 赤米田の観察  【３年生】   ８月 30日  

３年生は６月に田植えで訪れて以来の赤米田訪問です。 

まず、小佐ふれあい倶楽部で小

佐自治協の森本さんから説明を聞

きました。赤米を小佐で栽培する

ようになった経緯や、赤米献上に

使う木簡のことなど、わかりやす

く話してくださいました。赤米田

は、ノギといわれるもみの赤いヒ

ゲが揺れて、他の田とは違う美し

さがありました。子どもたちは自分たちで植えた赤米のことを詳しく知り観察をすることで、より

いっそう赤米とふるさとへの愛着を大きくしました。10月には稲刈りでまたお世話になります。 

 

■ 校内サポートルームができました「ほっとｋukuna」 

８月 26日、２学期から八鹿小学校に校内

サポートルーム「ほっと kukuna」（校内教

育支援センター）ができました。それに伴

い特別教育支援員に一人在駐していただけ

ることになりました。お名前は長村 愛

（ながむら あい）先生、月～金曜日の９

時から１３時までの勤務です 

市内の 4中学校にはすでに校内サポート

ルームが設置され、それぞれの支援員の方

が不登校傾向、あるいはクラスに入りづら

い生徒への学習や生活に関する支援を行っ

ています。八鹿小学校でも同様に、学習や

生活の支援、サポートルームの整備などを

していただきます。養父市の教育支援セン

ター「kukuna」や４中学校の kukunaとも連携した支援を行っていきます。 

グループで振り付けを考えました 

赤いノギが風にそよいでいました ふれあい倶楽部での説明 
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